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かき「平核無」の大玉生産及び適期収穫のための葉色目安 

［要約］かき「平核無」は、生育期の葉色が濃いほど果実重は重くなるが、果実てい部の着色が

進まず収穫遅れとなりやすい。そこで、大玉生産及び適期収穫に向けた管理の目安とするた

め、出荷目標（果実階級Ｌ～２Ｌ、てい部果皮色カラーチャート値 4.0～6.0）に対応した葉色目

安を作成した。 
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［背景・ねらい］ 

 平成４年度の参考に供する情報「カキ『平核無』の適正葉色範囲と側枝形成」における適正葉色

範囲は、果実階級Ｍ（175g 中心）以上、てい部果皮色カラーチャート値（以降、C.C.値）4.0 以上

の出荷目標を前提に作成されている。しかし、現在の出荷目標は果実階級 L（205g 中心）比率

60％以上、てい部果皮色 C.C.値 4.0 以上であり、これに対応した適正葉色範囲への見直しが求

められている。 

 そこで、これまで蓄積された生育及び収量品質データから、現在の出荷目標に対応した葉色目

安を作成する。 

 

［内容］ 

１ これまでの蓄積データから、果実階級Ｌ～２Ｌ及びてい部果皮色 C.C.値 4.0～6.0 を満たした樹

体の葉色値を図示すると図の葉色推移 A が得られる。 

２ また、果実重及びてい部果皮色と葉色との間に一定の相関が見られた調査時期において、そ

の回帰式から果実重 205ｇ及びてい部果皮色 C.C.値 4.0 に相当する葉色値を推定し、図示する

と図の葉色推移Ｂが得られる。 

３ 果実重 205ｇとなる葉色値は適正葉色範囲の下限値、てい部果皮色 C.C.値 4.0 となる葉色値

は適正葉色範囲の上限値に相当すること、及びこの範囲が上記１の標準偏差の範囲と近似する

ことから、上記１の標準偏差の範囲を、現在の出荷目標に対応した葉色目安とした（表）。 

 

［導入効果］ 

１ 葉色の推移を踏まえた目標果実品質を得るための栽培管理の目安となる。 

２ 当年産果実の品質を予想することにより、出荷計画策定の一助となる。 

 

［導入対象］ 

かき「平核無」生産者 

 

［留意点］ 

１ 本試験には、平成６～28 年度までの当技術センター試験及び巻、佐渡農業普及指導センター

の生育調査データを用いた。調査方法、栽培管理等は新潟県果樹指導指針を参考にする。 

２ 葉色はＫ社製葉緑素計 SPAD-502、果皮色はカキ（平核無）果実カラーチャートを用いた。 



［具体的データ］ 
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図 出荷目標から導いた葉色の目安 

注１ エラーバーは標準偏差を示す。なお、見やすくするために Aは上方のみ、 

Ｂは下方のみを表示した。 

注２ 黒マーカーは相関係数が最も高い時期を示す 

注３ **は１％水準で有意であることを示す 

 

 

 

表 果実階級Ｌ～２Ｌ、てい部果皮色カラーチャート値 4.0～6.0 を目標とした場合の葉色目安 

（ＳＰＡＤ値）
時期 5月25日 6月10日 6月25日 7月10日 7月25日 8月10日 8月25日 9月10日 9月25日 10月10日 10月25日
上限 38.1 46.7 52.8 57.3 59.9 62.4 63.2 63.4 62.9 62.3 58.8
下限 30.2 39.9 47.4 52.1 54.8 56.6 57.9 58.2 57.6 56.8 53.3  

注１ 葉色（ＳＰＡＤ値）が上限を上回ると大果となり、果実着色は遅れる 

注２ 葉色（ＳＰＡＤ値）が下限を下回ると小果となり、果実着色は早まる 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：佐渡におけるかき及び園芸作物の地域条件に適合した安定生産及び生産性向 

上技術の確立 

予 算 区 分：県単経常 

研 究 期 間：平成 27～28 年度 

発表論文等：なし 
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